
                                              

                                              

第
十
章 

米
国
軍
政
時
代 



 
第
一
節 

終 

戦 

一
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言(Potsdam 

Declaration

） 

 

一
九
四
五
年
（
昭
和
二
十
年
）
七
月
二
十
六
日
、
日
本
に
無
条 

件
降
伏
を
要
求
し
た
こ
の
米
英
支
三
国
の
共
同
宣
言
は
、
ソ
連
が 

同
年
八
月
八
日
の
対
日
参
戦
と
と
も
に
加
わ
り
、
四
主
要
連
合
国 

の
共
同
宣
言
と
な
っ
た
。
宣
言
は
後
に
日
本
の
降
伏
文
書
の
な
か 

に
取
り
い
れ
ら
れ
、連
合
軍
の
日
本
占
領
管
理
の
基
礎
と
な
っ
た
。 

 

ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
全
文 

一
、
吾
等
合
衆
国
大
統
領
、
中
華
民
国
政
府
主
席
お
よ
び
グ
レ
ー 

 

ト
・
ブ
リ
テ
ン
国
総
理
大
臣
は
吾
ら
の
数
億
の
国
民
を
代
表
し 

 

協
議
の
上
日
本
国
に
対
し
、
今
次
の
戦
争
を
終
結
す
る
の
機
会 

 

を
与
う
る
こ
と
に
意
見
一
致
せ
り
。 

二
、
合
衆
国
、
英
帝
国
お
よ
び
中
華
民
国
の
巨
大
な
る
陸
、
海
、 

 

空
軍
は
西
方
よ
り
自
国
の
陸
軍
お
よ
び
空
軍
に
よ
る
数
倍
の
増 

       

る
条
件
存
在
せ
ず
。
吾
ら
は
遅
延
を
認
む
る
を
得
ず
。 

六
、
吾
ら
は
無
責
任
な
る
軍
国
主
義
が
世
界
よ
り
駆
逐
せ
ら
る
る 

 

に
至
る
ま
で
は
平
和
、
安
全
お
よ
び
正
義
の
新
秩
序
が
生
じ
得 

 

ざ
る
こ
と
を
主
張
す
る
も
の
な
る
を
以
て
、
日
本
国
民
を
欺
瞞 

 

し
之
を
し
て
世
界
征
服
の
挙
に
出
づ
る
の
過
誤
を
犯
さ
し
め
た 

 

る
者
の
権
力
お
よ
び
勢
力
は
永
久
に
除
去
せ
ら
れ
ざ
る
べ
か
ら 

 

ず
。 

七
、
右
の
如
き
新
秩
序
が
建
設
せ
ら
れ
且
つ
日
本
国
の
戦
争
遂
行 

 

能
力
が
破
砕
せ
ら
れ
た
る
こ
と
の
確
証
あ
る
に
至
る
ま
で
は
、 

 

連
合
国
の
指
定
す
べ
き
日
本
国
領
域
内
の
諸
地
点
は
、
吾
ら
の 

 

こ
こ
に
指
示
す
る
基
本
的
目
的
の
達
成
を
確
保
す
る
た
め
、
占 

 

領
せ
ら
る
べ
し
。 

八
、
カ
イ
ロ
宣
言
の
条
項
は
履
行
せ
ら
る
べ
く
、
ま
た
日
本
国
の 

 

主
権
は
本
州
・
北
海
道
・
九
州
及
び
四
国
な
ら
び
に
吾
ら
の
決 

 

定
す
る
諸
小
島
に
局
限
せ
ら
る
べ
し
。 

九
、
日
本
国
軍
隊
は
完
全
に
武
装
を
解
除
せ
ら
れ
た
る
の
ち
、
各 

 

自
の
家
庭
に
復
帰
し
、
平
和
的
か
つ
生
産
的
に
生
活
を
営
む
の 

 

機
会
を
得
し
め
ら
る
べ
し
。 

十
、
吾
ら
は
日
本
人
を
民
族
と
し
て
奴
隷
化
せ
ん
と
し
て
又
は
国 

 

民
と
し
て
滅
亡
せ
し
め
ん
と
す
る
の
意
図
を
有
す
る
も
の
に
非 

 

強
を
受
け
日
本
国
に
対
し
、
最
後
的
打
撃
を
加
う
る
の
態
勢
を 

 

整
え
た
り
。
右
軍
事
力
は
日
本
が
抵
抗
を
終
止
す
る
に
至
る
ま 

 

で
同
国
に
対
し
戦
争
を
逐
行
す
る
の
一
切
の
連
合
国
の
決
意
に 

 

よ
り
支
持
せ
ら
れ
、
か
つ
鼓
舞
せ
ら
れ
を
る
も
の
な
り
。 

三
、
決
起
せ
る
世
界
の
自
由
な
る
人
民
の
力
に
対
す
る
ド
イ
ツ
国 

 

の
無
益
か
つ
無
意
義
な
る
抵
抗
の
結
果
は
、
日
本
国
民
に
対
す 

 

る
先
例
を
極
め
て
明
白
に
示
す
も
の
な
り
。
現
在
日
本
国
に
対 

 

し
て
集
結
し
つ
つ
あ
る
力
は
、
抵
抗
す
る
ナ
チ
ス
に
適
用
せ
ら 

 

れ
た
る
場
合
に
於
て
全
ド
イ
ツ
国
人
民
の
土
地
、
産
業
及
び
生 

 

活
様
式
を
必
然
的
に
荒
廃
に
帰
せ
し
め
た
る
力
に
比
し
、
測
り 

 

知
れ
ざ
る
ほ
ど
更
に
強
大
な
る
も
の
な
り
。
吾
等
の
決
意
に
支 

 

持
せ
ら
る
る
吾
ら
の
軍
事
力
の
最
高
度
の
使
用
は
、
日
本
国
軍 

 

隊
の
不
可
避
か
つ
完
全
な
る
壊
滅
を
意
味
す
べ
く
、
ま
た
同
様 

 

必
然
的
に
日
本
国
本
土
の
完
全
な
る
破
壊
を
意
味
す
べ
し
。 

四
、
無
分
別
な
る
打
算
に
よ
り
日
本
帝
国
を
滅
亡
の
渕
に
陥
れ
た 

 

る
我
儘
な
る
軍
国
主
義
的
助
言
者
に
よ
り
日
本
国
が
引
続
き
統 

 
御
せ
ら
る
べ
き
か
、
又
は
理
性
の
経
路
を
日
本
国
が
履
む
べ
き 

 

か
を
日
本
国
が
決
定
す
べ
き
時
期
は
到
来
せ
り
。 

五
、
吾
ら
の
条
件
は
左
の
如
し
。 

 

吾
ら
は
左
の
条
件
よ
り
離
脱
す
る
こ
と
な
か
る
べ
し
。
之
に
代 

       

ざ
る
も
吾
ら
の
俘
虜
を
虐
待
せ
る
者
を
含
む
一
切
の
戦
争
犯
罪 

 

人
に
対
し
て
は
厳
重
な
る
処
罰
が
加
へ
ら
れ
る
べ
し
。
日
本
国 

 

政
府
は
日
本
国
国
民
の
間
に
お
け
る
民
主
主
義
的
傾
向
の
復
活 

 

強
化
に
対
す
る
一
切
の
障
害
を
除
去
す
べ
し
。
言
論
、
宗
教
お 

 

よ
び
思
想
の
自
由
並
び
に
基
本
的
人
権
の
尊
重
は
確
立
せ
ら
る 

 

べ
し
。 

十
一
、
日
本
国
は
公
の
経
済
を
支
持
し
且
つ
公
正
な
る
実
務
賠
償 

 

の
取
立
を
可
能
な
ら
し
む
る
が
如
き
産
業
を
維
持
す
る
こ
と
を 

 

許
さ
る
べ
し
。
但
し
日
本
国
を
し
て
戦
争
の
た
め
再
軍
備
を
為 

 

す
こ
と
を
得
し
む
る
が
如
き
産
業
は
こ
の
限
り
に
あ
ら
ず
。
右 

 

目
的
の
た
め
原
料
の
入
手
（
其
の
支
配
と
は
之
を
区
別
す
）
を 

 

許
さ
る
べ
し
。
日
本
国
は
将
来
世
界
貿
易
関
係
へ
の
参
加
を
許 

 

さ
る
べ
し
。 

十
二
、
前
記
諸
項
目
が
達
せ
ら
れ
且
つ
日
本
国
民
の
自
由
に
表
明 

 

せ
る
意
思
に
従
い
平
和
的
傾
向
を
有
し
且
つ
責
任
あ
る
政
府
が 

 

樹
立
せ
ら
る
る
に
於
て
は
、
連
合
国
の
占
領
軍
は
た
だ
ち
に
日 

 

本
よ
り
撤
収
せ
ら
る
べ
し
。 

十
三
、
吾
ら
は
日
本
国
政
府
が
た
だ
ち
に
全
日
本
国
軍
隊
の
無
条 

 

件
降
伏
を
宣
言
し
、
か
つ
右
行
動
に
お
け
る
同
政
府
の
誠
意
に 

 

つ
き
適
当
か
つ
充
分
な
る
保
障
を
提
供
せ
ん
こ
と
を
同
政
府
に 

821 820 



 
対
し
要
求
す
。 

 
 

右
以
外
の
日
本
国
の
選
択
は
迅
速
か
つ
完
全
な
る
壊
滅
あ
る 

 

の
み
と
す
。 

  

昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
四
月
一
日
、
沖
縄
に
上
陸
し
た
米 

軍
は
二
ヵ
月
余
の
激
戦
の
末
、
六
月
二
十
一
日
全
島
を
制
圧
占
領 

し
た
。
米
軍
の
被
害
は
死
者
約
一
万
一
千
人
、
日
本
側
は
島
民
義 

勇
兵
を
含
め
て
約
十
万
人
で
あ
っ
た
。 

 

こ
れ
よ
り
先
、
沖
縄
作
戦
の
目
途
が
つ
い
た
六
月
十
八
日
、
ト 

ル
ー
マ
ン
大
統
領
は
、
日
本
を
確
実
に
降
伏
さ
せ
る
た
め
の
、
十 

一
月
一
日
九
州
上
陸
案
を
承
認
し
た
。
し
た
が
っ
て
米
軍
の
軍
事 

行
動
は
沖
縄
本
土
間
に
点
在
す
る
薩
南
諸
島
の
直
接
占
領
は
考
え 

ず
、も
っ
ぱ
ら
本
土
上
陸
の
態
勢
に
移
行
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

し
か
し
総
て
の
戦
闘
能
力
を
喪
失
し
て
い
た
日
本
は
、
八
月
十 

四
日
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
受
諾
を
御
前
会
議
で
決
定
し
、
翌
十
五
日
、 

日
本
国
民
は
、
ラ
ジ
オ
放
送
に
よ
る
詔
勅
朗
読
に
よ
っ
て
、
終
戦 

を
知
っ
た
。 

         

セ
ス
、
世
界
ノ
大
勢
亦
我
ニ
利
ア
ラ
ス
加
之
敵
ハ
新
ニ
残
虐 

ナ
ル
爆
弾
ヲ
使
用
シ
テ
頻
リ
ニ
無
辜
ヲ
殺
傷
シ
惨
害
ノ
及
フ 

所
眞
ニ
測
ル
ヘ
カ
ラ
サ
ル
ニ
至
ル
而
モ
尚
交
戦
ヲ
継
続
セ
ム 

カ
、
終
ニ
我
カ
民
族
ノ
滅
亡
ヲ
招
来
ス
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
延
テ 

人
顜
ノ
文
明
ヲ
モ
破
却
ス
ヘ
シ
斯
ノ
如
ク
ム
ハ
朕
何
ヲ
以
テ 

カ
億
兆
ノ
赤
子
ヲ
保
シ
皇
祖
皇
宗
ノ
神
霊
ニ
謝
セ
ム
ヤ
是
レ 

朕
カ
帝
国
政
府
ヲ
シ
テ
共
同
宣
言
ニ
応
セ
シ
ム
ル
ニ
至
レ
ル 

所
以
ナ
リ 

 

朕
ハ
帝
国
ト
共
ニ
終
始
東
亜
ノ
解
放
ニ
協
力
セ
ル
諸
同
盟 

邦
ニ
対
シ
遺
憾
ノ
意
ヲ
表
セ
サ
ル
ヲ
得
ス
帝
国
臣
民
ニ
シ
テ 

戦
陣
ニ
死
シ
職
域
ニ
殉
シ
非
命
ニ
斃
レ
タ
ル
者
及
其
ノ
遺
族 

ニ
想
ヲ
致
セ
ハ
五
内
為
ニ
裂
ク
且
戦
傷
ヲ
負
ヒ
災
禍
ヲ
蒙
リ 

家
業
ヲ
失
ヒ
タ
ル
者
ノ
厚
生
ニ
至
リ
テ
ハ
朕
ノ
深
ク
軫
念
ス 

ル
所
ナ
リ
惟
フ
ニ
今
後
帝
国
ノ
受
ク
ヘ
キ
苦
難
ノ
固
ヨ
リ
尋 

常
ニ
ア
ラ
ス
爾
臣
民
ノ
哀
情
モ
朕
善
ク
之
ヲ
知
ル
然
レ
ト
モ 

朕
ハ
時
運
ノ
趨
ク
所
堪
へ
難
キ
ヲ
堪
へ
忍
ヒ
難
キ
ヲ
忍
ヒ
以 

テ
万
世
ノ
為
ニ
太
平
ヲ
開
カ
ム
ト
欲
ス 

 
 

朕
ハ
茲
ニ
国
体
ヲ
護
持
シ
得
テ
忠
良
ナ
ル
爾
臣
民
ノ
赤
誠 

ニ
信
倚
シ
常
ニ
爾
臣
民
ト
共
ニ
在
リ
若
シ
夫
レ
情
ノ
激
ス
ル 

所
濫
ニ
事
端
ヲ
滋
ク
シ
或
ハ
同
胞
排
擠
互
ニ
時
局
ヲ
乱
リ
為 

二 

終
戦
の
ご
詔
勅 

 

日
本
の
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
受
諾
に
関
す
る
対
連
合
国
通
告
は
昭
和 

二
十
年
八
月
十
四
日
、
ス
イ
ス
を
介
し
て
緊
急
電
報
で
発
送
さ
れ 

た
。
同
じ
日
に
終
戦
を
告
げ
る
詔
勅
の
録
音
が
行
わ
れ
、
八
月
十 

五
日
正
午
の
つ
ぎ
の
玉
音
放
送
と
な
っ
た
。 

  
 

朕
深
ク
世
界
ノ
大
勢
ト
帝
国
ノ
現
状
ト
ニ
鑑
ミ
非
常
ノ
措 

置
ヲ
以
テ
時
局
ヲ
収
拾
セ
ム
ト
欲
シ
、
茲
ニ
忠
良
ナ
ル
爾
臣 

民
ニ
告
ク 

 
 

朕
ハ
帝
国
政
府
ヲ
シ
テ
米
英
支
蘇
四
国
ニ
対
シ
其
ノ
共
同 

宣
言
ヲ
受
諾
ス
ル
旨
通
告
セ
シ
メ
タ
リ
、
抑
々
帝
国
臣
民
ノ 

康
寧
ヲ
図
リ
万
邦
共
栄
ノ
楽
ヲ
偕
ニ
ス
ル
ハ
皇
祖
皇
宗
ノ
遺 

範
ニ
シ
テ
、
朕
ノ
挙
挙
措
カ
サ
ル
所
嚢
ニ
米
英
二
国
ニ
宣
戦 

セ
ル
所
以
モ
亦
実
ニ
帝
国
ノ
自
存
ト
東
亜
ノ
安
定
ト
ヲ
庶
幾 

ス
ル
ニ
出
テ
他
国
ノ
主
権
ヲ
排
シ
領
土
ヲ
侵
ス
カ
如
キ
ハ
固 

ヨ
リ
朕
カ
志
ニ
ア
ラ
ス
、
然
ル
ニ
交
戦
已
ニ
四
歳
ヲ
閲
シ
朕 

カ
陸
海
将
兵
ノ
勇
戦
朕
カ
百
僚
有
司
ノ
励
精
朕
カ
一
億
衆
庶 

ノ
奉
公
各
々
最
善
ヲ
尽
セ
ル
ニ
拘
ラ
ス
戦
局
必
ス
シ
モ
好
転 

      

ニ
大
道
ヲ
誤
リ
信
義
ヲ
世
界
ニ
失
フ
カ
如
キ
ハ
朕
最
モ
之
ヲ 

戒
ム
宜
シ
ク
挙
国
一
家
子
孫
相
伝
へ
確
ク
神
世
ノ
不
滅
ヲ
信 

シ
任
重
ク
シ
テ
道
遠
キ
ヲ
念
ヒ
総
力
ヲ
将
来
ノ
建
設
ニ
傾
ケ 

道
義
ヲ
篤
ク
シ
志
操
ヲ
鞏
ク
シ
テ
誓
テ
国
体
ノ
精
華
ヲ
発
揚 

シ
世
界
ノ
進
運
ニ
後
レ
サ
ラ
ム
コ
ト
ヲ
期
ス
ヘ
シ
爾
臣
民
其 

レ
克
ク
朕
カ
意
ヲ
体
セ
ヨ 

 
 

御
名
御
璽 

 
 
 
 
 

昭
和
二
十
年
八
月
十
四
日 

 

三 

沖
永
良
部
に
お
け
る
終
戦 

 

当
時
、
沖
永
良
部
島
の
民
間
に
は
ラ
ジ
オ
が
な
く
、
終
戦
の
玉 

音
放
送
を
聞
い
た
者
は
い
な
か
っ
た
。
守
備
隊
の
幹
部
は
終
戦
を 

知
ら
さ
れ
て
い
た
よ
う
だ
が
、
住
民
は
知
ら
な
か
っ
た
。
た
だ
、 

十
五
日
以
後
も
敵
機
は
来
襲
し
低
空
飛
行
を
し
た
が
、
全
然
発
砲 

し
な
か
っ
た
。
ま
た
御
真
影
の
奉
焼
に
つ
い
て
赤
地
信
氏
は
「
軍 

政
下
の
奄
美
」
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

 

9
・
26
、
全
生
徒
出
校
、
御
真
影
奉
遷
式
を
午
前
十
時
挙
行
。 

午
前
十
一
時
校
長
職
員
護
衛
し
、
生
徒
に
見
送
ら
れ
て
、
御
真
影 

822 823 



は
越
山
の
戦
後
処
理
委
員
和
田
孫
弐
（
副
官
）
に
奉
遷
を
完
了
せ 

り
。
時
に
午
後
二
時
半
な
り
。
戦
後
処
理
委
員
は
、
式
典
を
挙
行 

し
午
後
四
時
三
一
分
全
島
か
ら
奉
遷
し
た
御
真
影
・
詔
書
の
奉
焼 

を
完
了
せ
り
。
立
会
人
、
陸
軍
大
尉
藤
田
彦
治
（
部
隊
長
）・
署 

長
代
理
巡
査
部
長
田
中
弘
・
和
泊
町
長
東
仲
一
・
知
名
村
長
代
理 

江
里
真
哉
。 

 

愈
々
和
田
副
官
・
藤
田
大
隊
長
の
手
に
よ
っ
て
火
は
放
た
れ 

た
。
御
真
影
は
青
い
煙
に
包
ま
れ
て
静
し
づ
と
焼
か
れ
て
ゆ
く
。 

た
ま
ら
な
く
な
っ
て
私
は
涙
な
が
ら
「
君
が
代
」
続
い
て
「
海
ゆ 

か
ば
」の
音
頭
を
と
っ
た
。立
並
ぶ
職
員
全
部
が
そ
れ
に
和
し
て
、 

慟
哭
の
中
に
歌
い
終
っ
た
頃
、
御
真
影
は
灰
燼
と
帰
し
て
い
た
。 

  

ま
た
当
時
和
泊
国
民
学
校
長
で
あ
っ
た
新
納
盛
定
氏
は
、
和
泊 

小
学
校
沿
革
誌
に
次
の
よ
う
な
顚て

ん

末ま
つ

書
を
残
し
て
い
る
。 

 
 
 
 

顛
末
書 

 
 

天
皇
陛
下
御
眞
影 

 
 

皇
后
陛
下
御
眞
影 

 
 

大
正
天
皇
御
眞
影 

 
 

皇
太
后
陛
下
御
眞
影 

 
 

明
治
天
皇
御
眞
影 

       

役
江
里
眞
哉
立
合
ノ
下
ニ
昭
和
二
十
年
九
月
二
十
六
日
午
後
二 

 

時
戦
後
処
理
委
員
和
田
孫
弐
ニ
奉
還
ヲ
完
了
セ
リ 

 

戦
後
処
理
委
員
ハ
前
記
諸
員
ノ
参
列
ヲ
求
メ
テ
式
典
ヲ
挙
行
シ 

 

同
日
午
後
四
時
三
十
分 

 

御
眞
影
並
勅
語
ノ
奉
焼
ヲ
完
了
セ
リ 

 

謹
ミ
テ
顛
末
書
如
斯
御
座
候
也 

 
 

昭
和
二
十
一
年
一
月
十
五
日 

 
 
 
 
 

大
島
郡
和
泊
町
和
泊
国
民
学
校
長 

新
納
盛
定 

 

鹿
児
島
県
知
事 

 
 
 

殿 

 

四 

戦
後
処
理 

 

玉
音
放
送
か
ら
幾
日
か
が
す
ぎ
た
。 

 

奄
美
は
大
き
な
混
乱
も
な
く
、
平
穏
に
さ
え
み
え
た
が
、
巷
の 

不
安
は
蔽
う
べ
く
も
な
か
っ
た
。
八
月
二
十
日
、
大
島
支
庁
は
各 

町
村
長
、
各
学
校
長
を
集
め
て
合
同
会
議
を
ひ
ら
い
た
。 

 

連
合
国
の
〝
対
日
処
理
〟
と
い
う
こ
と
と
関
連
し
て
、
種
々
雑 

多
な
〝
情
報
〟
が
巷
に
錯
綜
し
た
。
〝
戦
時
中
の
法
律
は
無
く
な 

っ
た
〟
と
い
ふ
主
の
な
い
声
は
〝
食
糧
供
出
の
義
務
も
必
要
な
く 

 
 

昭
憲
皇
太
后
御
眞
影 

 

教
育
勅
語 

 
 

戊
申
詔
書 

 
 

皇
考
夙
ニ
心
ヲ
教
育
ノ
事
ニ
労
セ
ラ
レ
…
… 

 
 

精
神
作
興
ニ
関
ス
ル
詔
書 

 
 

勅
語 

 

朝
見
ノ
儀
ニ
於
テ
下
賜 

 
 

勅
語 

 

健
全
ナ
ル
国
民
ノ
養
成 

 

令
旨 

 
 

青
少
年
学
徒
ニ
賜
ハ
リ
タ
ル
勅
語 

ヲ
小
職
ハ
日
夜
恐
懼
シ
テ
奉
護
シ
来
リ
シ
ニ
昭
和
二
十
年
九
月 

二
十
四
日
大
島
郡
和
泊
町
大
城
国
民
学
校
ニ
於
テ 

戦
後
処
理
委
員 

沖
永
良
部
島
地
区
隊
副
官
陸
軍
中
尉
和
田
孫 

弐
ヨ
リ
口
頭
ニ
テ
学
校
ニ
奉
戴
セ
ル 

御
眞
影
並
御
勅
語
ハ
奉
還
ノ
精
神
ヲ
以
テ
奉
焼
ス
ヘ
シ
ト
ノ
命 

ヲ
受
ケ
タ
リ 

事
ノ
重
大
ナ
ル
ト
緊
急
ナ
ル
ト
ニ
恐
懼
措
ク
能 

ハ
ズ 

長
官
ノ
指
示
ヲ
仰
ガ
ン
ト
ス
ル
モ
電
報
通
信
ノ
便
ナ
ク 

上
官
ノ
命
ヲ
待
タ
ズ
シ
テ
奉
焼
ス
ル
ハ
責
任
ノ
重
キ
ニ
鑑
ミ
部 

下
職
員
ト
共
ニ
奉
護
シ
テ
沖
永
良
部
島
地
区
隊
陣
地
内
ニ
致
リ 

同
隊
長
代
理
陸
軍
大
尉
藤
田
彦
治 

沖
永
良
部
島
警
察
署
長
代 

理
巡
査
部
長
田
中
弘 

和
泊
町
長
東
仲
一 

知
名
村
長
代
理
助 

      

な
っ
た
〟
と
、
た
ち
ま
ち
具
体
的
に
な
っ
た
。
そ
の
う
ち
、
帰
属
問
題 

を
め
ぐ
る
〝
情
報
〟
が
人
び
と
の
不
安
を
駆
り
た
て
た
。 

 

本
土
は
も
ち
ろ
ん
、
郡
内
の
交
通
さ
え
ま
た
と
ざ
さ
れ
た
ま
ま 

の
状
態
で
あ
っ
た
。
合
同
会
議
は
空
席
が
め
だ
っ
た
が
、
そ
れ
で 

も
大
島
本
島
は
ほ
と
ん
ど
の
町
村
が
出
席
し
た
。
池
田
支
庁
長
が 

座
長
席
に
つ
い
て
、「
承
詔
必
謹
」
を
冒
頭
に
、
内
閣
告
諭
の
趣 

旨
微
底
な
ど
事
態
収
拾
の
指
示
事
項
を
提
出
し
て
、
国
家
再
建
の 

耐
乏
生
活
を
説
い
た
。民
心
の
安
定
と
治
安
確
保
の
問
題
、食
糧
、 

金
融
、
経
済
の
問
題
、
さ
ら
に
教
育
を
ふ
く
む
復
興
の
問
題
等
質 

疑
は
真
剣
だ
っ
た
。
就
中
食
糧
問
題
で
は
支
庁
長
が
と
く
に
発
言 

し
、
管
理
米
供
出
の
促
進
と
最
低
配
給
量
の
確
保
に
つ
い
て
協
力 

を
も
と
め
た
。
こ
れ
に
た
い
し
三
方
村
長
重
武
嘉
玖
郷
（
後
に
改 

名
克
彦
）、
笠
利
村
長
有
川
清
蔵
、
宇
検
村
長
大
林
米
太
郎
、
実 

久
村
助
役
栄
信
篤
ら
が
情
況
を
報
告
、地
方
の
窮
迫
も
甚
し
い
が
、 

割
当
は
完
遂
し
た
い
と
反
応
を
み
せ
た
。 

 

こ
の
会
議
は
結
果
か
ら
い
う
と
、
奄
美
の
「
戦
後
処
理
」
に
一 

応
の
方
向
づ
け
を
し
た
点
で
ま
さ
に
歴
史
的
で
あ
っ
た
。
そ
の
特 

徴
は
、
町
村
長
の
自
治
権
が
前
面
に
お
し
だ
さ
れ
た
点
に
あ
っ
た 

が
、
そ
れ
は
同
時
に
、
町
村
長
が
よ
り
厳
し
い
立
場
に
立
た
さ
れ 

た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
再
建
へ
の
耐
乏
強
調
の
裏 
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に
は
窮
迫
し
た
食
糧
事
情
が
あ
っ
た
が
、
九
月
か
ら
十
月
に
か
け 

て
全
郡
を
襲
っ
た
三
度
の
台
風
に
、
た
の
み
の
食
糧
供
出
は
膠
着 

す
る
ば
か
り
だ
っ
た
。
と
く
に
九
月
中
旬
、
二
度
目
の
台
風
は
沖 

永
良
部
島
な
ど
南
離
島
に
猛
威
を
ふ
る
い
、
被
害
も
四
十
年
ぶ
り 

と
い
ふ
惨
状
。
そ
し
て
三
度
目
（
十
月
九
日
）
は
大
島
本
島
を
縦 

断
、
名
瀬
町
で
は
奄
美
高
等
女
学
校
寄
宿
舎
な
ど
が
倒
壊
し
、
女 

子
学
生
三
名
が
圧
死
す
る
と
い
う
惨
事
を
う
ん
だ
。
全
郡
の
農
作 

物
は
烏
有
に
帰
し
、
食
糧
の
需
給
計
画
は
根
っ
か
ら
崩
れ
去
り
、 

食
糧
事
情
は
急
傾
斜
で
悪
化
し
た
。
買
い
出
し
、
売
り
惜
し
み
、 

ヤ
ミ
取
引
き
は
一
夜
あ
け
る
ご
と
に
増
え
て
い
っ
た
。 

 

合
同
会
議
を
境
と
し
て
、
奄
美
は
い
わ
ゆ
る
手
さ
ぐ
り
の
戦
後 

処
理
に
は
い
っ
て
い
っ
た
。 

 

昭
和
二
十
年
九
月
十
日
、
大
島
支
庁
に
「
戦
後
処
理
事
務
室
」 

が
特
設
さ
れ
、
翌
十
一
日
に
は
管
内
各
警
察
署
長
、
各
町
村
長
あ 

て
の
終
戦
第
一
号
公
文
「
民
間
の
武
装
解
除
」
に
か
ん
す
る
通
牒 

が
発
せ
ら
れ
た
。
前
後
し
て
名
瀬
町
を
は
じ
め
各
町
村
に
も
同
じ 

名
の
「
事
務
室
」
又
は
係
が
設
け
ら
れ
た
。
支
庁
の
「
処
理
事
務 

室
」
に
は
大
中
、
奄
美
高
女
校
の
英
語
教
諭
陣
が
動
員
さ
れ
た
。 

奄
美
群
島
最
高
司
令
官
―
正
式
に
は
独
立
混
成
第
六
四
旅
団
長
・ 

高
田
利
貞
陸
軍
少
将
の
依
頼
に
よ
る
米
軍
あ
て
の
書
顜
作
り
が
お 

      Ryukyu

「
北
部
琉
球
」
で
は
署
名
で
き
な
い
、
と
し
て
有
名
な
「
北 

部
琉
球
問
答
」
と
な
る
。 

 

会
場
は
と
っ
さ
の
間
不
穏
の
空
気
に
つ
つ
ま
れ
た
が
、
高
田
少 

将
の
決
意
は
固
く
、「
鹿
児
島
県
の
奄
美
群
島
」
を
く
り
か
え
し 

強
調
し
た
。
押
問
答
約
三
時
間
の
後
、
米
軍
側
が
や
っ
と
譲
歩
す 

る
。
そ
し
て
無
電
を
も
っ
て
沖
縄
経
由
マ
ニ
ラ
の
米
第
十
軍
司
令 

官
ス
チ
ル
ウ
エ
ル
大
将
に
指
揮
を
求
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

 

地
名
の
訂
正
は
諒
解
さ
れ
、
奄
美
群
島
の
降
伏
文
書
は
北
部
琉 

球(Northern Ryuky
u

）
か
ら
鹿
児
島
県
奄
美
群
島
（Amami 

Gunto Kagoshima-ken

）
と
書
き
改
め
ら
れ
た
。 

 

こ
う
し
て
奄
美
に
お
け
る
降
伏
文
書
の
手
続
き
は
、
あ
と
は
順 

調
に
す
す
ん
だ
が
、
署
名
を
お
わ
っ
た
高
田
少
将
が
最
後
に
「
ね 

が
わ
く
ば
奄
美
群
島
を
し
て
、
第
二
の
ア
ル
サ
ス
ロ
ー
レ
ン
た
ら 

し
め
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
」
と
希
望
を
申
し
添
え
、
米
軍
側
も 

「
そ
の
旨
を
本
国
に
つ
た
え
る
」
と
肯
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
あ 

と
で
余
り
に
も
有
名
と
な
っ
た
。 

    

も
な
作
業
だ
っ
た
。 

 

ま
だ
目
に
見
え
ぬ
米
軍
は
こ
う
し
て
奄
美
の
暮
ら
し
の
な
か
に 

入
り
こ
ん
で
き
た
が
、
人
び
と
に
と
っ
て
や
は
り
気
が
か
り
な
の 

は
、
こ
ん
ご
指
定
さ
れ
る
「
戦
後
日
本
の
領
域
」
の
問
題
で
あ
っ 

た
。 

 

奄
美
は
果
た
し
て
ど
の
よ
う
に
処
置
さ
れ
る
の
か
、
こ
の
不
安 

を
反
映
し
た
と
い
う
か
、
ま
も
な
く
訪
れ
た
奄
美
駐
屯
部
隊
の
武 

装
解
除
は
、
日
本
側
の
劇
的
な
〝
抵
抗
〟
の
な
か
に
よ
う
や
く
調 

印
と
い
う
こ
と
に
な
る
。 

 

九
月
二
十
一
日
、
す
な
わ
ち
玉
音
放
送
の
日
か
ら
三
十
七
日
目 

の
こ
の
日
、
沖
縄
か
ら
来
航
し
た
米
第
十
軍
司
令
部
の
カ
ン
ド
ン 

大
佐
一
行
十
名
は
、
奄
美
に
お
け
る
日
本
軍
降
伏
の
手
続
要
務
を 

お
び
て
平
土
野
港
（
天
城
村
）
に
上
陸
し
た
。
一
行
を
む
か
え
た 

高
田
少
将
は
、
直
ち
に
公
式
手
続
に
は
い
っ
た
。 

 

と
こ
ろ
が
米
軍
側
か
提
示
し
た
「
降
伏
文
書
」
の

Northern 

Ryukyu

「
北
部
琉
球
」
の
呼
称
に
眉
を
く
も
ら
せ
る
。「
奄
美
群 

島
は
北
部
琉
球
で
は
な
い
」
と
同
少
将
は
言
っ
た
。「
こ
こ
は
九 

州
・
鹿
児
島
県
に
属
す
る
奄
美
群
島
で
あ
る
、
こ
の
点
を
は
っ
き 

り
し
て
い
た
だ
き
た
い
。」 

 

米
軍
が
こ
れ
を
拒
ん
だ
と
こ
ろ
か
ら
高
田
少
将
は

Northern 
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